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（2）第669号 広 報 ひ が し ど お り
　

去
る
二
月
二
十
五
日
、
令
和
三

年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令

和
三
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
村
は
、
東
通
村
基
本
構
想

に
掲
げ
る
、「
み
ん
な
で
創
ろ
う

住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
理
念
に
、

「
力
あ
る
産
業
を
培
い
、
良
好
な

環
境
を
育
み
、
そ
の
も
と
で
快
適

な
生
活
を
営
み
、
独
自
の
文
化
を

創
り
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
内
外
の

交
流
を
拓
き
、
村
を
活
性
化
す

る
」
を
基
本
と
し
、
原
子
力
発
電

所
と
の
共
生
を
も
っ
て
、
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
長
寿
社
会
、
次
世
代
を

担
う
人
づ
く
り
、
良
好
な
環
境
の

も
と
で
の
快
適
な
生
活
向
上
を
目

指
し
、
各
施
策
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
村
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
は
、
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
と
い
う
状
況
下
、
地
域

産
業
の
衰
退
や
税
収
の
減
少
な
ど

か
ら
、
地
元
雇
用
と
経
済
状
況
は

益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
、
急
激
に
少

子
化
が
進
み
、
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
、
地
方
の
人
口

減
少
は
急
速
に
加
速
し
て
お
り
、

国
の
施
策
と
し
て
の
地
方
創
生
法

に
基
づ
き
策
定
致
し
ま
し
た
第
二

期
東
通
村
総
合
戦
略
に
よ
り
、
子

育
て
支
援
を
積
極
的
に
推
し
進

め
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
る
等
、
対
処
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

主
要
施
策
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

「
力
あ
る
産
業
を
培
う
」
た
め
の

施
策
と
し
て
、
農
林
業
に
お
い
て

は
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
、
民
有
林
野
造
林
事
業
、
寒
立

馬
保
護
対
策
、（
仮
称
）
東
通
村

農
産
物
加
工
施
設
整
備
事
業
の
ほ

か
、
弘
前
大
学
農
業
連
携
事
業
、

特
産
野
菜
・
畑
作
物
振
興
事
業
等

を
実
施
し
、
高
付
加
価
値
作
物
導

入
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
水
産
業
に
お
い
て
は
、

村
独
自
の
漁
業
共
済
掛
金
補
助

金
、
北
海
道
大
学
水
産
学
部
連
携

事
業
、
旧
尻
屋
小
学
校
水
産
研
究

複
合
施
設
整
備
事
業
、
野
牛
漁
協

荷
捌
施
設
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

各
漁
港
整
備
の
ほ
か
、
特
に
、
つ

く
り
育
て
る
漁
業
に
対
し
て
は
、

鮭
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
あ
わ
び
、
マ

ゾ
イ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
種
苗
放
流

に
対
す
る
支
援
、
ま
た
、
原
子
力

発
電
所
関
連
、
津
軽
海
峡
地
区
、

下
北
試
験
場
関
連
の
各
漁
業
振
興

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て

当
初
予
算
に
つ
い
て

東
通
村
長　

越　

善　

靖　

夫

東
通
村
長　

越　

善　

靖　

夫
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対
策
な
ど
必
要
な
対
策
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
「
良
好
な
環
境
を
育
み
、

快
適
な
生
活
を
営
む
」
た
め
に
、

防
災
行
政
無
線
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
情
報
政

策
の
推
進
、
森
・
川
・
海
の
環
境

整
備
の
た
め
、
植
樹
祭
、
海
岸
漂

着
物
の
撤
去
対
策
事
業
、
生
活
環

境
の
整
備
の
た
め
、（
仮
称
）
老

部
地
区
多
目
的
集
会
施
設
整
備
事

業
の
ほ
か
、
上
水
道
及
び
下
水
道

の
適
正
な
管
理
運
営
を
図
る
と
と

も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
を

推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
の
た
め
、
東
通
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
在
宅
医
療
、
認
知
症
患
者
宅

訪
問
、
健
康
診
断
、
健
康
管
理
の

啓
発
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
低
年

齢
の
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
、
成
人
風
疹
、
小
中
学

生
、
妊
婦
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
等
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
村
は
、
原
子
力
施

設
が
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、
防
災

体
制
及
び
消
防
力
の
強
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
非
常
備
消
防
に
お

い
て
は
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業
、
消

防
用
備
品
の
配
備
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

次
に
「
独
自
の
文
化
を
創
り
、

内
外
の
交
流
を
拓
く
」
た
め
、
能

舞
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の

継
承
と
と
も
に
、
そ
ば
街
道
、
牧

場
、
産
業
ま
つ
り
、
来
さ
ま
い
フ
ェ

ス
タ
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
東

通
産
ヒ
ラ
メ
を
メ
イ
ン
と
し
た
新

ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
事
業
及
び
都

市
部
と
の
交
流
事
業
、
小
・
中
学

生
の
語
学
力
向
上
を
兼
ね
た
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
研
修
事
業
、

海
外
研
修
事
業
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
村
の
将
来
を
担
う
次
世
代
の

人
材
育
成
」
は
、
乳
児
子
育
て
支

援
事
業
、
乳
幼
児
を
含
む
子
ど
も

医
療
費
給
付
事
業
、
児
童
手
当
等

の
子
育
て
支
援
策
の
ほ
か
、
令
和

元
年
十
月
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し

た
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
と
な
ら
な
い
ゼ
ロ
か
ら
二
歳

児
に
つ
い
て
、
村
独
自
の
無
償
化

を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
園
に
お
け
る
副
食

費
補
助
金
、
通
園
バ
ス
運
行
及
び

添
乗
業
務
に
よ
る
幼
児
の
安
全
輸

送
、
外
国
語
英
語
講
師
を
含
め
た

村
独
自
の
教
員
の
配
属
に
よ
る
少

人
数
学
級
の
編
成
、
各
種
学
力
テ

ス
ト
の
実
施
、
学
力
向
上
の
た
め

の
学
習
塾
運
営
に
加
え
、
高
等
学

校
通
学
に
要
す
る
通
学
バ
ス
費
用

の
無
償
化
の
ほ
か
、
通
学
に
バ
ス

を
使
用
し
て
い
な
い
世
帯
に
対
す

る
高
等
学
校
等
生
徒
通
学
奨
励
費

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
方

に
よ
り
、
令
和
三
年
度
東
通
村
一

般
会
計
予
算
は
九
十
億
五
千
三
百

萬
円
と
な
り
ま
し
た
。
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①
老
部
地
区
多
目
的
集
会
施
設
整
備
事
業

②
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業

③
下
田
屋
石
蕨
平
線
道
路
改
良
事
業

④
村
道
橋
補
修
対
策
事
業

⑤
白
糠
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

⑥
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業

①
地
域
生
活
交
通
対
策
事
業

②
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
利
用
者
輸
送
事
業

③
街
路
灯
修
繕
事
業

④
道
路
維
持
事
業

⑤
村
道
等
除
雪
事
業

⑥
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
整
備
事
業

①
特
産
野
菜
・
畑
作
物
振
興
事
業

②
弘
前
大
学
農
業
連
携
事
業

③
農
産
物
加
工
施
設
整
備
事
業

④
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

⑤
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

⑥
民
有
林
野
造
林
事
業

⑦
植
樹
祭
開
催
事
業

⑧
各
漁
協
漁
業
振
興
対
策
事
業

⑨
村
漁
業
共
済
掛
金
補
助
事
業

⑩
水
産
動
物
種
苗
放
流
事
業

⑪
ヒ
ラ
メ
稚
魚
、
あ
わ
び
種
苗
購
入
事
業

⑫
下
北
試
験
場
関
連
特
定
事
業

⑬
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

⑭
野
牛
・
尻
屋
漁
港
整
備
事
業
負
担
金

⑮
北
海
道
大
学
水
産
学
部
連
携
事
業

⑯
水
産
研
究
複
合
施
設
整
備
事
業

①
乳
児
子
育
て
支
援
事
業

②
乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業

③
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

④
児
童
手
当
給
付
事
業

⑤
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

⑥
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業

⑦
予
防
接
種
事
業

⑧
各
種
健
診
事
業

⑨
出
産
費
用
助
成
事
業

⑩
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託
事
業

①
こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
運
営
費

②
こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
副
食
費
補
助

事
業

③
通
園
バ
ス
運
行
委
託
事
業

④
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業

⑤
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
事
業

⑥
村
奨
学
金
貸
付
事
業

⑦
村
費
負
担
教
諭
・
常
勤
講
師
配
置
事
業

⑧
学
習
塾
運
営
事
業

⑨
中
学
生
海
外
研
修
事
業

⑩
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
補
助
事
業

⑪
学
校
給
食
関
連
機
器
更
新
事
業

①
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

②
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

③
移
住
支
援
事
業

④
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

⑤
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
和
心
伝
心
活
動
支
援

事
業

⑥
来
さ
ま
い
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業

⑦
都
市
部
と
の
交
流
事
業

⑧
新
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
事
業

⑨
海
岸
漂
着
物
撤
去
事
業

⑩
下
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

⑪
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
負
担
金

⑫
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

⑬
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

⑭
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

⑮
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

⑯
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

社
会
資
本
の
整
備
拡
大

農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
強
化

交
通
及
び
通
信
体
制
の
推
進

社
会
福
祉
の
増
進

教
育
の
振
興

そ
の
他
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子どもたちの環境・エネルギー教育のために図書寄贈
　

３
月
１
日
、
東
北
電
力
㈱
東
通
原
子
力
発
電
所
（
青
木
宏

昭
所
長　

写
真
右
）
か
ら
、
東
通
小
・
中
学
校
を
対
象
に
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
３
月
25
日
の
「
電
気
記
念
日
」
や
、

10
月
26
日
の
「
原
子
力
の
日
」
に
ち
な
み
、
図
書
や
実
験
器

具
な
ど
の
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
多
く
の
副
教
材
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。
45
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
関
係
図
書
計
50
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
図
書
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

図
書
・
教
育
副
教
材
は
、
当
村
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
健
全
な
心
身
を

は
ぐ
く
む
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

○
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

　

青
森
支
社
下
北
営
業
オ
フ
ィ
ス

　

青
森
支
社
下
北
営
業
オ
フ
ィ
ス

　

（
オ
フ
ィ
ス
長　

和
田
好
史

　

（
オ
フ
ィ
ス
長　

和
田
好
史))　

様　

　

様　

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
液
（

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
液
（
500500
朱朱
））
100100
個個

　

２
月
10
日
、
和
田
オ
フ
ィ
ス
長
が
村
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
東
通
中
学
校
、
東
通
小
学

校
、
こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
に
対
し
、
子

供
た
ち
の
感
染
症
予
防
対
策
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
液
を
寄
附
し
ま

し
た
。

温かい貴重なご寄附をいただきました
～新型コロナウイルス感染症対策のために～

アルコール除菌液を寄附する和田オフィス長（左）と似内淳子様（右）

　

故

澤
田
紀
歳
氏
（
蒲
野
沢
）
が
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
、
２
月
25
日
、
越
善
靖
夫
村
長
よ

り
ご
息
女
様
の
澤
田
た
ま
み
様
に
勲
記
及
び
勲

章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
人
は
、
村
議
会
議
員
と
し
て
村
の
産
業
経

済
の
発
展
、
教
育
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
へ
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
功
績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
共
に
、
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

故

澤
田

紀
歳
氏
に
旭
日
単
光
章

電気記念日電気記念日
　１８７８年３月２５日に、東京の工部大学校で開催された、電

信中央局開局の祝賀会において、日本で電灯が公の場で始めて点

灯されました。これを記念するため、１９２７年に開催された日

本電気協会の総会において３月２５日が「電気記念日」と定めら

れました。

旭日単光章の受章を受取るご息女様のたまみ様（中央）
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少
し
ず
つ
草
花
が
芽
吹
き
だ
し
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
３
月
、
こ
ど
も
園
ひ
が
し

ど
お
り
、
東
通
小
学
校
、
東
通
中
学
校
に

お
い
て
、
卒
園
・
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
巣

立
ち
、
新
た
な
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
（
坂
﨑
隆
浩

園
長
）
で
は
、
５
歳
児
47
名
が
卒
園
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
元
気
な
返
事
で
胸

を
張
り
、
誇
ら
し
げ
に
証
書
を
受
け
取
っ

た
園
児
た
ち
。「
お
別
れ
の
言
葉
や
歌
」

で
は
、
園
で
の
思
い
出
や
先
生
と
の
別
れ

に
涙
を
堪
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
は
小
学
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
、

笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
卒
園
し
ま
し

た
。

　

東
通
小
学
校
（
氣
仙
宏
校
長
）
で
は
、

58
名
の
卒
業
生
が
６
年
間
の
小
学
校
生
活

を
経
て
成
長
し
た
、
立
派
な
姿
で
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

「
旅
立
ち
の
詩
」
で
は
、
卒
業
生
が
東

通
小
学
校
で
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、
会

場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
通
中
学
校
（
岸
健
一
郎
校
長
）
で
は
、

47
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
旅
立
ち
ま
し

た
。
小
・
中
学
校
と
長
年
を
共
に
し
て
き

た
仲
間
と
の
別
れ
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
難

し
い
状
況
の
中
、
最
高
学
年
と
し
て
先
頭

に
立
ち
行
事
を
ま
と
め
上
げ
て
き
ま
し

た
。
後
輩
や
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に

見
送
ら
れ
て
の
卒
業
。
希
望
に
満
ち
た
表

情
の
奥
に
は
、
少
し
の
不
安
と
寂
し
さ
が

見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。

　

ご
卒
園
、
ご
卒
業
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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水資源サービス課　下水道グループからのおしらせ水資源サービス課　下水道グループからのおしらせ
　村内各浄化センターで、水に溶けない繊維素材、生活残飯、海草類、頭髪、プラスチック片等の不要物

の混入が、多数見受けられます。施設処理機器の故障の原因になりますので、次のことを厳守して頂きま

すようよろしくお願いします。

・水洗トイレでは、トイレットペーパーのみトイレットペーパーのみを使用し、水に溶けない繊維素材

　（ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、生理用品、紙おむつ、ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭ、ﾓｯﾌﾟ等）を流さない。

・生活残飯及び使用済食用油は、燃えるゴミとして処分し生活残飯及び使用済食用油は、燃えるゴミとして処分し、下水道へ流さない。

（食用油は、低温で固まるため、配水管に付着し詰まりの原因になります）

・頭髪は、下水道へ流さない。

※　なお、各家庭の宅地内汚水枡を破損した場合は、早急に修繕下さるようお願いします。

　また、公共枡（野花菖蒲を描いている枡）の破損及びその他相談がありましたら、水資源サービス　

課下水道グループまでご連絡下さい。

東通村水資源サービス課　下水道グループ

☎２７－２１１１（内線４５６～４５７）
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　青森県看護協会ナースセンターでは無料職業紹介事業として看護職の相談員がハローワークむつに出向

いて、看護職の皆様のお仕事探しをサポートしています。お気軽にお越しください。

開催日：4/14（水）・5/12（水）・6/9(水)・7/14（水）・8/18（水）・9/8(水)

時　間：13時から16時まで随時受付

場　所：ハローワークむつ

※青森県ナースセンター(青森市)では月曜日から金曜日の9時～16時まで、来所・

　電話・メール等で随時、相談を受け付けています。どうぞご利用ください。

【問合せ先】

公益社団法人青森県看護協会　青森県ナースセンター

〒030-0822　青森市中央3-20-30　県民福祉プラザ3階

☎　017-723-4580　FAX　017-735-3836

メールアドレス：aomori@nurse-center.net

「看護のお仕事移動相談」を開催しています
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自
動
車
税

　

自
動
車
税
等
の
減
免
に
つ
い
て

等
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
（
愛
護
）
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

ま
た
は
そ
の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方

も
し
く
は
常
時
介
護
者
が
、
こ
れ
ら
の

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
生
業
、

通
院
、
通
学
な
ど
の
た
め
に
自
動
車

（
営
業
用
の
自
動
車
を
除
き
ま
す
）
を

利
用
し
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
障
害
の

程
度
や
自
動
車
の
使
用
状
況
な
ど
が
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
等
の
う
ち
、
一
定

額
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
５
月
に
東
青
地
域
県
民
局

県
税
部
か
ら
前
年
度
の
申
請
内
容
が
記

載
さ
れ
た
「
自
動
車
税
種
別
割
減
免
予

定
通
知
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

記
載
内
容
に
変
更
・
誤
り
が
な
い
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
内
容
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
請
事
項
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
北
地
域
県
民

局
県
税
部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

下
北
地
域
県
民
局

　

県
税
部
納
税
管
理
課

　

☎
２
２-

８
５
８
１

　

（
内
線
２
１
０
、
２
１
１
）

　

む
つ
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
無

事
故
・
無
違
反
の
優
良
運
転
者
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
次
に

よ
り
上
申(
自
己
申
請)

し
て
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
の
種
類
は
、
無
事
故
・
無
違
反

の
期
間
に
よ
り
10
年
か
ら
５
年
刻
み
で

50
年
以
上
の
表
彰
ま
で
あ
り
ま
す
。

※
期
間
の
判
断
基
準
→
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
『
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
』
に
基
づ
く

◆
表
彰
の
条
件

◆
表
彰
の
条
件

①
申
請
時
に
お
い
て
当
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と(

次
の
免
許
更
新
期
間

ま
で
の
協
会
費
が
納
入
済
み
で
あ
る

こ
と
）

②
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

◆
自
己
申
請
の
期
間

◆
自
己
申
請
の
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～
４
月
30
日

　

（
平
日
の
み
）

◆
申
請
場
所

◆
申
請
場
所

む
つ
地
区
交
通
安
全
協
会
窓
口
（
む

つ
警
察
署
内
）

◆
必
要
な
も
の

◆
必
要
な
も
の

①
運
転
免
許
証　

②
は
ん
こ
（
認
印

な
ど
）
③
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

他
申
請
手
数
料
（
８
５
０
円
）

◆
表
彰
の
時
期

◆
表
彰
の
時
期

令
和
３
年
５
月
下
旬
（
当
協
会
の
総

会
の
開
催
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

一
般
財
団
法
人　

青
森

県
交
通
安
全
協
会　

む
つ
地
区
交
通

安
全
協
会　

事
務
局

　

☎
２
３-

６
７
４
２

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
青
森
支
部
は
、
主
に
県
内
の
中
小

企
業
に
お
勤
め
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家

族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
青
森
支
部
の

健
康
保
険
料
率
及
び
全
国
共
通
の
介
護

保
険
料
率
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

◆
健
康
保
険
料
率

◆
健
康
保
険
料
率  

９
．
９
６
％

９
．
９
６
％

　

（
現
行
９
．
８
８
％
）

◆
介
護
保
険
料
率

◆
介
護
保
険
料
率  

１
．
８
０
％

１
．
８
０
％

　

（
現
行 

１
．
７
９
％
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く

中
で
の
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
が
、
加
入
者
及
び
事
業
主
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

◆
問
合
せ
先　

　

全
国
健
康
保
険
協
会　

青
森
支
部　

　

青
森
市
長
島
２-

25-

３

　

☎
０
１
７-

７
２
１-

２
７
１
３

HP 
h
ttp

:/
/

w
w

w
.k

y
o
u
k
a
ik

e
n
p
o
.

o
r.jp/

shibu/
ao

m
o
ri/

◆
低
圧
電
気
取
扱
特
別
教
育

◆
低
圧
電
気
取
扱
特
別
教
育

《
受
講
期
間
》

《
受
講
期
間
》

　

令
和
３
年
５
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

～
５
月
13
日（
木
）　

２
日
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

《
募
集
期
間
》

《
募
集
期
間
》

　　

令
和
３
年
４
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

～
４
月
19
日（
月
）

　

定
員
15
名

《
受
講
料
》

《
受
講
料
》
１
，
９
７
０
円

　

※
テ
キ
ス
ト
代
込

◆
ア
ー
ク
溶
接
等
の
業
務
に
係
る
特
別

◆
ア
ー
ク
溶
接
等
の
業
務
に
係
る
特
別

教
育
教
育

《
受
講
期
間
》

《
受
講
期
間
》

　　

令
和
３
年
５
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

～
５
月
21
日（
金
）　

３
日
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

《
募
集
期
間
》

《
募
集
期
間
》

　　

令
和
３
年
４
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

～
４
月
22
日（
木
）

　

定
員
20
名

《
受
講
料
》

《
受
講
料
》
３
，
０
０
０
円

　

※
テ
キ
ス
ト
代
込

◆
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

◆
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

《
受
講
期
間
》

《
受
講
期
間
》

　

令
和
３
年
５
月
27
日（
木
）

　
　
　
　

～
５
月
28
日（
金
）　

２
日
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

《
募
集
期
間
》

《
募
集
期
間
》

　　

令
和
３
年
４
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

～
４
月
26
日（
月
）

　

定
員
15
名

《
受
講
料
》

《
受
講
料
》
２
，
０
８
０
円

　

※
テ
キ
ス
ト
代
込

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４

◆
訓
練
内
容

◆
訓
練
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
い
、W

o
rd

、

令
和
３
年
度
協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部
の

令
和
３
年
度
協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部
の

保
険
料
率
に
つ
い
て

保
険
料
率
に
つ
い
て

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

無
事
故
・
無
違
反
の
優
良
運

無
事
故
・
無
違
反
の
優
良
運

転
者
を
表
彰
し
ま
す

転
者
を
表
彰
し
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

け
ん
ぽ
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
経

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
経

理
Ｏ
Ａ
科
①
」
受
講
生
募
集

理
Ｏ
Ａ
科
①
」
受
講
生
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

募　
　

集

募　
　

集



（19） 広 報 ひ が し ど お り 第669号
E
x
c
e
l

、
経
理
業
務
、
財
務
諸
表
に

関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得

◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員　

15
名

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

令
和
３
年
４
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　

～
５
月
14
日
（
金
）
ま
で

◆
訓
練
期
間

◆
訓
練
期
間

　

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　

～
令
和
３
年
８
月
31
日
（
火
）

◆
受
講
資
格

◆
受
講
資
格

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
行

っ
て
い
る
方
。
離
職
者
等
で
職
業
に

必
要
な
技
能
及
び
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
す
る
方
。

◆
応
募
手
続

◆
応
募
手
続

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
場
所

◆
訓
練
場
所

　

青
森
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

◆
受
講
料

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
）
（
テ
キ
ス
ト

代
・
災
害
保
険
加
入
費
・
資
格
試
験

検
定
料　

合
計
３
５
，
０
０
０
円
程

度
）

※
当
該
訓
練
は
、
訓
練
希
望
者
の
応
募

状
況
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御

了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

む
つ
市
文
京
町
31-

１

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４
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（22）第669号 広 報 ひ が し ど お り

　満１歳で～す！のコーナ
ーに子どもの写真を載せた
い方は、子どもが１歳にな
る月の前月１０日までに掲
載事項を写真に添付し総
務課広報係までお届けくだ
さい。

　＜問合せ先＞
東通村総務課広報係
☎２７－２１１１

（

）

月
届
出
分

2

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ
て
ほ
し
く
な

い
方
は
届
出
の
際
に
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

★
お
誕
生
お
め
で
と
う

杉　

本　

光ひ
か　

莉り（
桂　

輔
）古
野
牛
川

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

二
本
栁　

由
江
子
（
小
田
野
沢
）
68
歳

太　

田　

春　

芳
（
小
田
野
沢
）
83
歳

真　

賀　

ミ　

ネ
（
蒲
野
沢
）
84
歳

坂　

本　

榮　

子
（
老　
　

部
）
81
歳

弓　
　
　

き
ぬ
ゑ
（
石　
　

持
）
83
歳

東　

田　

ヒ　

デ
（
白　
　

糠
）
87
歳

髙　

橋　

キ　

サ
（
尻　
　

労
）
94
歳

東　

田　

由
太
郎
（
白　
　

糠
）
88
歳

佐　

藤　

し　

な
（
桑　
　

原
）
102
歳

杉　

本　

は　

ま
（
古
野
牛
川
）
88
歳

相　

内　

幹　

雄
（
老　
　

部
）
84
歳

二
本
栁　

啓　

吉
（
小
田
野
沢
）
92
歳

住
民
の
窓

住
民
の
窓


